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昨
年
、
東
大
阪
市
内
で
起
き
た
火
災
の
件
数
は
、
１
５
１
件

で
、
本
市
発
足
以
来
、
昭
和
６２
年
の
１
５
０
件
に
次
い
で
２
番

目
に
少
な
い
件
数
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
救
急
件
数
は
過

去
最
多
の
２
万
９
０
５
９
件

で
、
近
年
、
急
増
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

救
急
要
請
が
急
増
す
る
と
、

救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
命
に
関

わ
る
傷
病
者
に
対
し
、
一
秒

で
も
早
く
救
急
車
が
到
着
で

き
る
よ
う
、
救
急
車
の
適
正

な
利
用
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。※

２
・
３
面
に
続
く
。

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
火
災
・
救

急
概
況
が
表
の
と
お
り
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
火
災
件

数
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

火
災
原
因
１
位
の
放
火
（
疑
い
含

む
）
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
２
万
９
０

５
９
件
で
前
年
よ
り
１
３
４
２
件

増
加
し
て
お
り
、
過
去
最
多
だ
っ

た
前
年
の
件
数
を
更
新
し
ま
し

た
。

昨年は、火災発生件数１５１件のうち、

５７件が放火（疑い含む）が原因となっ

ており、昼夜間を問わず放火による火

災が発生しています。

放火による火災は、不注意や油断など

から起こるものではなく、意図的に火を

つける犯罪行為であることから、防ぐ

ことは難し

いと思われ

がちです。

一人ひとりが次のことに注意し、地

域が一体となって放火による火災の発

生を防止し「放火されない環境」をつ

くりましょう。

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

放火防止対策のポイント

■空き家や倉庫、車庫などは、施錠を
きっちりする
■建物の周辺は外灯などで明るくする

■建物周辺に燃えやすいものを放置し
ない
�自転車や単車は、路上に放置せず
自宅内へ入れる

�家庭ごみは、ごみ収集日の朝に指
定場所に出す

�マンションの廊下などに雑品を放
置しない

平成２３年

１９２件

４３件

２７件

２４件

７６件

２３件

４５件

１４件

２件

８人

３５人

２７，７１７件

１７，７７６件

３，７２３件

３，３８５件

２，８３３件

２３，９３３人

１，５０７人

１，１２７人

９，７４５人

１１，５５４人

※自宅や屋外における転倒やけがのこと。

平成２４年

１５１件

５７件

１８件

２１件

６３件

１３件

３７件

１５件

０件

７人

２２人

２９，０５９件

１８，９６６件

３，９４１件

３，２２８件

２，９２４件

２４，７６９人

１，４３２人

１，０９２人

９，９６５人

１２，２８０人

火災件数

放火（疑い含む）

たばこ

こんろ

住宅、併用・
共同住宅

工場

その他の建物

車両火災

林野火災

死者

負傷者

救急件数

急病

一般負傷（※）

交通事故

その他

搬送人数

０～６歳

７～１７歳

１８～６４歳

６５歳以上

建
物
火
災

主
な
原
因

主
な
用
途

死
傷
者

主
な
種
別

年
齢
区
分

火

災

救

急

― 発行所 ―
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６３
FAX０７２（９６６）９６６９

命命をを守守るる救救急急車車のの適適正正利利用用

えよう�

平
成
２４
年
中
の
火
災
・
救
急
概
況
（
速
報
）

「消すまでは 出ない行かない 離れない」（平成２４年度全国統一防火標語）

防止対策をしよう
放火をさせない�

２０１３年（平成２５年）
№９７

救急安心センターおおさか～救急医療相談・救急病院案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９
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近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の

出
動
件
数
・
搬
送
人
員
数
は
と

も
に
増
加
し
、
救
急
隊
が
現
場

に
到
着
す
る
時
間
も
遅
く
な
っ

て
い
ま
す
。

東
大
阪
市
で
は
、
救
急
車
が

１
日
平
均
７９
・
６
回
、
１８
分
に

１
回
出
動
し
て
お
り
、
昨
年
の

出
動
件
数
は
２
万
９
０
５
９
件

と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
医
師

の
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
生
命

に
危
険
が
お
よ
ぶ
傷
病
者
を
、

救
急
車
は
２４
時
間
い
つ
で
も
安

全
に
医
療
機
関
な
ど
へ
搬
送
し

ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
に
誰
も

が
利
用
で
き
る
救
急
車
の
台
数

に
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
の
約
半
数
が
入
院
を
必

要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状

も
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
真
に
緊
急
を
要

す
る
方
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う

か
判
断
に
困
っ
た
場
合
な
ど
は
、

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
時
に
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

応
急
手
当
を
広
く
普
及
す

る
た
め
、
消
防
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
簡
単
に
受
講
で
き

る
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
は
、
救
命
に
必
要
な
応
急

手
当
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
学
習
）
形
式
で
い
つ

で
も
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

受
講
終
了
後
に
「
受
講
証

明
書
」
が
印
刷
で
き
ま
す
の

で
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
と

普
通
救
命
講
習
会
で
の
受
講

時
間
を
１
時
間
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
「
応
急
手
当
ウ
ェ

ブ
講
習
」（
写
真
）
ま
た

は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（h

ttp���
w
w
w
.h
fd�
1
1
9
.

jp�e�
lea
rn
in
g�

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
右
の

コ
ー
ド
を
読
み
と
っ
て
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
２４
時

間
３
６
５
日
救
急
相
談
に
応
じ

る
、「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お

さ
か
」。

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

を
担
う
た
め
消
防
機
関
と
医
療

機
関
が
連
携
し
、
救
急
相
談
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ

と
が
目
的
で
開
始
し
た
当
事
業

は
、
平
成
２４
年
の
１
年
間
で
２４

万
２
５
０
件
の
着
信
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

電
話
し
た
ら
い
い
の
？

▽
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い

い
の
？

▽
応
急
手
当
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
�

▽
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い

の
？な

ど
、幅
広
く
相
談
に
応
じ
、

家
庭
で
の
処
置
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
、救
急
病
院
の
案
内（
※
）

を
総
合
的
に
受
け
付
け
た
り
し

ま
す
。
緊
急
性
が
高
い
と
判
断

す
れ
ば
、
す
ぐ
に
消
防
機
関
へ

つ
な
ぎ
、
救
急
車
を
出
動
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
迷
っ
た
と
き

は
、
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
緊
急
時
に
は

迷
わ
ず
１
１
９
番
へ
。

（
※
）救
急
病
院
案
内

救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
で
は
、

病
院
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、

相
談
の
あ
っ
た
時
点
で
診
察
可

能
と
な
っ
て
い
る
救
急
病
院
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

急
病
患
者
の
対
応
中
な
ど
、
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院

に
行
く
前
に
必
ず
電
話
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報
課

消
防
局
で
は
、
病
気
や
け
が

の
外
国
人
を
救
急
車
で
搬
送
す

る
際
に
、
症
状
な
ど
を
尋
ね
る

言
葉
が
１８
か
国
語
で
流
れ
る「
外

国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
」
を
市

内
の
全
救
急
車
（
１３
台
）
に
配

備
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
約
１
万
７
０
０
０

人
の
外
国
籍
の
方
が
住
ん
で
い

ま
す
。外
国
籍
の
方
の
中
に
は
、

日
本
語
が
話
せ
な
い
人
も
い
る

こ
と
か
ら
、
傷
病
者
の
情
報
を

迅
速
に
把
握
し
、
適
切
な
医
療

機
関
へ
搬
送
す
る
た
め
に
導
入

し
た
も
の
で
す
。

外
国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
は
、

音
声
再
生
ペ
ン
で
シ
ー
ト
に
触

れ
る
だ
け
で
、
英
語
を
は
じ
め

１８
か
国
語
の
救
急
現
場
に
必
要

な
質
問（
９
項
目
）、
症
状
に
関

す
る
質
問（
４
項
目
）、
安
心
感

を
与
え
る
呼
び
か
け（
５
項
目
）

に
対
応
で
き
ま
す
。

言
葉
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い

こ
と
は
、
不
安
を
抱
え
た
傷
病

者
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
救

急
隊
の
活
動
と
傷
病
者
へ
の
対

応
が
こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
外
国
人
救
急
搬
送

シ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
者
と
迅
速
な
意
思
疎

通
、
適
正
な
観
察
・
処
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

母
国
語
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と

で
安
心
感
を
与
え
る
活
動
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

外国人救急搬送シート活用イメージ

�国旗の絵を患者に選んでもらう（音声も同時に
流れる）
救急隊員が該
当する国旗にペ
ンで触れるとそ
の国の言葉で対
応するよう設定
される

�基本的な質問
日本語の質問
にペンで触れる
と訳された音声
が流れる

�症状に関する質問
痛む部位や症状などを聴取

登録不要で誰でも簡単に受
講できます

危
険
物
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
地
下
貯
蔵

タ
ン
ク
の
う
ち
、
直
接

埋
設
さ
れ
た
鋼
製
一
重

殻
タ
ン
ク
で
設
置
し
た

と
き
の
許
可
申
請
書
類

に
記
さ
れ
て
い
る
仕
様

に
基
づ
い
て
、「
腐
食
の

お
そ
れ
が
特
に
高
い
地
下
貯

蔵
タ
ン
ク
」
ま
た
は
「
腐
食

の
お
そ
れ
が
高
い
地
下
貯
蔵

タ
ン
ク
」
の
判
定
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
内
面

の
腐
食
を
防
止
す
る
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
措
置
を
平
成

２５
年
１
月
３１
日
ま
で
に
講
ず

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

関
係
事
業
所
に
お
い
て
は
、

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
前

記
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、消

防
局
が
警
告
書
や
命
令
書
の

交
付
な
ど
違
反
処
理
を
し
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
予
防
広

報
課

▽
東
・
中
・
西
消
防

署
予
防
担
当

救急相談への対応や救急病院の案
内をする医師・看護師・相談員ら

予防広報課、障害

者支援室、福祉事務

所、保健センターの

窓口に、障害のある

方への専用リーフレ

ットと点字カード（写

真・名刺サイズ）を

配置しています。

くわしくは予防広報課までお問合せください。

▽
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定

電
話
、
携
帯
電
話
か
ら
は
、

＃
７
１
１
９

▽
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定

電
話
ま
た
は
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

は
、
０
６（
６
５
８
２
）７
１

１
９な

お
、
奈
良
県
と
の
県
境

付
近
で
「
＃
７
１
１
９
」
に

か
け
る
と
「
奈
良
県
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
が
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、０
６（
６
５
８
２
）

７
１
１
９
に
か
け
直
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
救
急
病
院
以
外
の

診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お

探
し
の
場
合
は
、
大
阪
府
救

急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
０
６

―

６
７
６
１
―

１
１
９
９
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
２４
時
間

３
６
５
日
対
応
）。

ペ
ン
で
触
れ
る
だ
け
で

外
国
語
の
音
声
が
流
れ

ま
す

昨
年
８
月
１
日
か
ら
、
消

防
局
の
高
機
能
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
に
、
福
祉
部
に
お
い

て
本
人
が
事
前
に
同
意
登
録

さ
れ
て
い
る
介
護
や
障
害
な

ど
の
内
容
が
記
さ
れ
た
災
害

時
要
援
護
者
の
情
報
を
取
り

込
み
、
火
災
、
救
助
と
い
っ

た
日
常
的
に
発
生
す
る
災
害

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
災
害

時
要
援
護
者
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
指
令
セ
ン

タ
ー
か
ら
災
害
現
場
へ
急
行

す
る
救
助
隊
や
消
防
隊
等
へ

い
ち
早
く
情
報
の
伝
達
を
行

い
、現
場
到
着
後
の
隊
員
が
一

刻
も
早
く
、災
害
現
場
や
そ
の

付
近
に
お
住
ま
い
で
自
力
避

難
が
困
難
な
方
の
救
出
を
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
災
害
時
要
援
護
者

の
登
録
に
つ
い
て
は
、
福
祉

企
画
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

災
害
時
要
援
護
者

登
録
制
度
と
は

事
前
に
同
意
を
得
た
災
害

時
要
援
護
者
（
自
力
で
の
避

難
が
困
難
な
高
齢
者
、
障
害

者
、
難
病
患
者
の
方
な
ど
）

の
情
報
を
、
市
の
福
祉
部
や

消
防
局
、社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
、
校
区
福
祉
委
員

長
、
校
区
福
祉
副
委
員
長
、

校
区
自
治
連
合
会
長
お
よ
び

単
位
自
治
会
長
に
提
供
し
、

大
規
模
災
害
の
際
の
支
援
活

動
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
�
通

信
指
令
室

０
７
２
（
９

６
６
）９
６
６
５
、�
０
７
２

（
９
６
６
）９
６
６
９

▽
災

害
時
要
援
護
者
の
登
録
制
度

に
つ
い
て
�
福
祉
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
５

消
防
局
・
中
消
防
署
庁
舎

内
に
併
設
し
て
い
る
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
１１
月

９
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

こ
の
施
設
は
、
過
去
の
災

害
を
教
訓
に
、
ま
た
、
近
い

将
来
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

る
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震

に
備
え
て
、
防
災
の
必
要
性

・
重
要
性
を
学
び
、
体
験
で

き
る
施
設
で
す
。

新
た
に
、
地
震
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
の
映

像
、
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
学
ん
で
、
災
害
に

対
す
る
知
識
や
心
構
え
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報

課

大
阪
府
産
業
保
安
行
政
事

務
に
か
か
る
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

「
火
薬
類
取
締
法
」「
高
圧
ガ

ス
保
安
法
」「
液
化
石
油
ガ
ス

の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の

保
安
３
法
に
か
か
る
申
請
お

よ
び
届
出
の
事
務
が
昨
年
１０

月
１
日
に
府
か
ら
本
市
に
権

限
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
予
防
広
報
課
保
安
規
制

担
当
（
稲
葉
１
―

１
―

９
消
防

局
庁
舎
５
階
）
が
受
付
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
現
金
で
の
納
付
と

な
り
、
従
前
の
大
阪
府
証
紙

に
よ
る
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
局
で
は
、
火
薬
類
、

高
圧
ガ
ス
お
よ
び
液
化
石
油

ガ
ス
に
よ
る
災
害
を
防
止
す

る
た
め
、
保
安
３
法
に
か
か

る
事
務
な
ど
を
円
滑
に
行
い
、

さ
ら
な
る
市
の
安
全
・
安
心

の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報

課
保
安
規
制
担
当

０
７
２

（
９
６
６
）
９
６
６
２
、
�

０
７
２（
９
６
６
）９
６
６
９

迫力のある３Ｄ映像が
体感できます

�花火大会での火薬類の消費など
�高圧ガスの製造、貯蔵など

障害者専用リーフレット・点字カード

救
急
車
の
出
動
件
数
は
過
去
最
多

ご活用ください

適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
なななななななななななななななななななななななななな
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
をををををををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
しししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

災害時要援護者情報伝達システムを導入

救 出 活 動 を 迅 速 に

自力での避難が困難な方は登録を

専 用
ダイヤル

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か

救急車を呼ぶかどうか迷ったら
「＃＃７７１１１１９９」へ
救急安心センターおおさか

２４時間
３６５日対応

地
図
画
面
上
の
マ
ー
ク
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
登
録
者
情
報
が
閲

覧
で
き
る

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
・
指

令
台

外
国
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

全
救
急
車
に
外
国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
を
配
備

リリリリリリリリリリニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンン

防災学習センター消
防
局
が
受
付
窓
口
に

保
安
３
法
に
か
か
る
事
務
権
限
移
譲

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
を
所
有
し
て
い
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

開
設
し
ま
し
た

消防トライくん

流出事故防止対策の経過措置期間

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日でででででででででででででででででで終終終終終終終終終終終終終終終終終終了了了了了了了了了了了了了了了了了了

ご
注
意

く
だ
さ
い

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

（２）平成２５年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２５年２月１５日（３）
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東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局（稲葉１―１―９）
�０７２（９６６）９６６９

総務部総務課………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課…………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室…………０７２（９６６）９６６５

�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター…………０７２（９６６）９９９８

�０７２（９６６）９９９０
東消防署（鳥居町３―３）………０７２（９８３）０１１９

�０７２（９８５）６５０３
中消防署（稲葉１―１―９）………０７２（９６６）０１１９

�０７２（９６６）６４６５
西消防署（御厨栄町３―１―４１）…０６（６７８８）０１１９

�０６（６７８８）１３７４

もしものときの問合せ先

◇病気やけがで迷ったとき、診察してくれ
る救急病院を教えてほしいときなど
�救急安心センターおおさか
＃７１１９（携帯電話・固定電話�プッシ
ュ回線�）《２４時間３６５日対応》
０６（６５８２）７１１９（固定電話�ＩＰ・ダイヤ
ル回線�）
�大阪府救急医療情報センター
０６（６７６１）１１９９《２４時間３６５日対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほ
うがいいのか迷ってしまう…
�小児救急電話相談 大阪府保健医療室
医療対策課
＃８０００または０６（６７６５）３６５０《午後８時～

翌午前８時》

◇夜間、休日の歯科診療は…
�大阪府歯科医師会館 休日・夜間緊急
歯科診療所（大阪市天王寺区堂ヶ芝１―
３―２７）

�夜間緊急歯科診療
０６（６７７４）２６００《夜間専用・毎日午後９

時～翌午前３時》

�休日緊急歯科診療所
０６（６７７２）８８８６《日曜日・祝日・年末年

始午前１０時～午後４時、受付は午前９

時３０分から》

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒事故が起きてしまったときは…
�中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９《２４時間３６５日対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けて

ください。 �たばこが浸かっていた水を
飲んだ �２�以上たばこを食べた �
何らかの症状が出ている

※緊急性があると思ったら迷わず１１９番通
報で救急車を呼んでください。
�たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２《２４時間３６５日対応・テ

ープによる情報提供》

◇東大阪市消防局ウェブサイト
東大阪市消防局の最新情報を随時掲載

しています。

◇東大阪市消防局災害案内
市内で発生している火災の情報を機械

音声で案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報
市内で発生している火災や前日までの

火災、救急件数を消防局ウェブサイトで

公開しています。

このほど、東大阪市消防局マスコットキャラクター

「消防トライくん」が誕生しました。１月１３日に開催

された消防出初式が初の任務となり、全国消防イメー

ジキャラクターの「消太」（写真中）と日新高校の「ひに

アラタ」（写真左）とともに無事に大役を果たしました。

消防トライくんは「今後も地域の防災力の推進に貢献

したいです。火災予防運動や防災イベントなどに登場

しますので、お楽しみに�」と話していました。
しらゆき保育園幼年消防ク
ラブ員のみんなと記念撮影

こ
の
時
期
は
、
山
で
は
枯

葉
や
枯
草
が
多
い
こ
と
や
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
火
事
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
山
火
事
予
防
意
識
の
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
警
防

対
策
を
強
化
し
山
林
な
ど
の

保
全
と
地
域
の
安
全
を
目
的

に
、
消
防
局
で
は
２
月
１
日

�
か
ら
５
月
６
日
�
ま
で
を

林
野
火
災
特
別
警
戒
期
間
と

し
、
次
の
こ
と
を
重
点
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
林
野
周
辺
の
住
人
お
よ

び
入
山
者
な
ど
に
対
す
る
防

火
意
識
の
啓
発

▽
火
災
警
報
発
令
中
に
お

け
る
火
の
使
用
制
限
の
徹
底

▽
林
野
所
有
者
な
ど
に
対

す
る
火
災
予
防
措
置
の
指
導

強
化▽

林
野
火
災
予
防
広
報

▽
警
防
体
制
の
強
化

林
野
火
災
を

想
定
し
た
訓
練
実
施

林
野
火
災
に
対
処
す
る
た

め
、
消
防
局
と
消
防
団
が
連

携
し
て
林
野
火
災
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
１４
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

豊
浦
町
１
８

２
３
（
慈
光
寺
西
側
周
辺
一

帯
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

警
備
課

昨
年
の
訓
練
は
、
可
搬
式
放
水
銃
な
ど
を
使
用
し
て
実
施

３
月
１
日
�
か
ら
７
日
�

ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
、
火

災
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
、

火
気
の
取
扱
い
に
は
充
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
で
は
、
防
火
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
消
防
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
日
ご
ろ
目
に
す

る
こ
と
の
少
な
い
消
防
隊
員

の
活
動
や
訓
練
を
見
て
み
ま

せ
ん
か
。
消
防
隊
・
消
防
団

・
救
助
隊
に
よ
る
放
水
や
救

出
訓
練
も
あ
り
ま
す
。

【
西
消
防
署
】

◇
と
き

２
月
２６
日
	
午

前
１０
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

分
◇
と
こ
ろ

長
田
中
２
―

５

―

２３
（
フ
レ
ス
ポ
長
田
）

◇
問
合
せ
先

西
消
防
署

【
中
消
防
署
】

◇
と
き

３
月
３
日


午

後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

島
之
内
２
―

８

（
府
営
東
大
阪
島
之
内
住
宅

８
号
棟
、
中
央
広
場
）

◇
問
合
せ
先

中
消
防
署

� 救命講習会（一般公募による救命講習会）
◇とき・ところ（変更する場合があります）

ところ

西消防署３階講堂

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

西消防署３階講堂

西消防署３階講堂

中消防署５階会議室

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

◇内容 �応急手当の必要性 �人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法） �ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）の使用方法 �止血法

※１ 救命入門コース（１時間３０分）は１０歳以上の方が対象です。小学生は保護者と
いっしょに受講してください。

※２ 上級救命講習（８時間）は一定の頻度で応急処置などの対応が想定される方が対象。
◇申込方法 講習会の１か月前～１週間前に電話で。定員各３０人程度（申込先着順）

■申込み・問合せ先 救命講習受付 ０７２（９６６）０７９９ ※受付時間は午前９時～午
後５時３０分（月曜日または月曜日が祝日の場合は翌日、１２月３０日～翌年１月４日を
除く）。受付時間以外の時間帯は、各消防署の救急担当へお問合せください。

表の日程以外でも１０人以上の参加が可能な場合、相談に応じて随時講習会を開催し
ます。また、職員が出向いて開催することもできます。

講習会種別

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース（※１）

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

上級救命講習（※２）

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース

講習日時

３月１７日
午後１時～４時
４月８日�午後６時～９時
５月１１日午後１時～２時３０分
６月１６日
午後１時～４時
７月８日�午後６時～９時
８月１０日午後１時～２時３０分
９月１５日
午後１時～４時
１０月１４日�午後６時～９時
１１月９日午後１時～４時
１２月１５日
午前９時～午後５時３０分
１月２６日
午後１時～４時
２月８日午後１時～４時
３月１６日
午後１時～２時３０分

平
成
２５
年

平
成
２６
年

� 防火管理者講習会
◇とき

申込期間（申込先着順）

４月８日�～２６日�

７月１６日	
～８月２日�

１０月７日�～２５日�

１月１４日	～３１日�

☆いずれも午前１０時～午後４時５０分（２日
目は午後４時４０分まで）で計２日間。２
日間とも受講しなければ、修了証は交付
できません。定員各９０人

◇ところ
消防局４階防災学習センター
◇内容
消防法第８条に定める甲種防火管理者の資
格を取得するための講習会
◇申込方法
申込書に必要事項を書いて、各消防署に直
接 ※申込書は各消防署で配布。市ウェブ
サイトからダウンロードも可。

■申込み・問合せ先
�東消防署 ０７２（９８３）０１１９
�中消防署 ０７２（９６６）０１１９
�西消防署 ０６（６７８８）０１１９
※受付時間は土・日曜日、祝日を除く
午前９時～午後５時３０分。

講 習 日

５月１３日�
・１４日	

８月１９日�
・２０日	

１１月１１日�
・１２日	

２月１７日�
・１８日	

平成
２５年

平成
２６年

�消防トライくん�誕生
消防局マスコットキャラクター

火
気
の
取
扱
い
に
気
を
つ
け
よ
う
�

林
野
火
災
特
別
警
戒
実
施
中

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
う

消
防
訓
練
を
実
施

防火管理者講習会・救命講習会学びませんか

（４）平成２５年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報
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